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岩波の月刊誌『世界』の「読者談話室」に私の投稿が掲載されたので、転載したい。 

『世界』には、格調高い立派な論文や論考が掲載されているが、現実の世界は真逆に動い

ているように見え、『世界』の編集者、論者たち、多くの読者はどう受け止めているかを、

問うたものである。今の時代、言葉の力があまりになくなっていることへの失望は深い。 

 
 私は、自分の意見を表わす場合、必ず「牧師」と書く。隠退しているが、牧師として、

キリストに生かされ、福音に生きる者であることを証ししたいからである。 


